
３　

国
保
診
療
所
の
病
床
再
開
後

に
お
け
る
運
営
状
況
に
つ
い
て

　

８
月
１
日
よ
り
国
保
診
療
所
の
入
院
病

床
及
び
休
日
夜
間
に
お
け
る
救
急
外
来
患

者
の
受
入
れ
を
同
時
再
開
し
ま
し
た
が
、

入
院
病
床
は
、
８
月
１
日
、
２
名
の
受
入

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
８
月
中
に
お
け
る
最

大
入
院
時
患
者
数
が
９
名
で
、
１
か
月
間

の
入
院
延
数
20
名
、
退
院
延
数
１
２
名
、

８
月
31
日
現
在
入
院
患
者
数
８
名
と
な
っ

て
お
り
、
８
月
中
の
１
日
平
均
入
院
患
者

数
は
６
．
０
名
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

休
日
夜
間
に
お
け
る
救
急
外
来
患
者
の

受
入
れ
は
、
平
日
の
時
間
外
の
急
患
対
応

者
４
名
、
休
日
12
名
、
合
計
16
名
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

な
お
、
休
日
及
び
夜
間
に
お
け
る
救
急

車
に
よ
る
急
患
搬
入
受
入
れ
は
４
名
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

私
が
目
指
す
べ
き
、
地
域
に
お
け
る
医

療
・
介
護
の
充
実
強
化
は
重
要
か
つ
急
務

で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
医
療
・
介
護
現

場
そ
れ
ぞ
れ
の
関
係
性
を
さ
ら
に
充
実
さ

せ
、
高
齢
者
を
中
心
と
す
る
ケ
ア
体
制
の

さ
ら
な
る
向
上
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

診
療
所
の
入
院
病
床
の
再
開
は
、
そ
の

一
歩
で
も
あ
り
、
町
民
の
皆
さ
ま
に
と
っ

て
、
安
全
安
心
が
感
じ
ら
れ
る
町
づ
く
り

に
強
い
信
念
を
持
っ
て
ま
い
進
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

４　

台
風
21
号
及
び
平
成
30
年
北

海
道
胆
振
東
部
地
震
に
か
か
る

被
害
状
況
に
つ
い
て

　

９
月
４
日
か
ら
５
日
に
北
海
道
の
日
本

海
側
を
通
過
し
た
台
風
21
号
は
、
当
町
に

瞬
間
最
大
風
速
23
．
５
メ
ー
ト
ル
の
強
い

風
を
も
た
ら
し
、
農
業
施
設
で
は
、
ビ
ニ
ー

ル
ハ
ウ
ス
の
全
壊
１
棟
、
半
壊
４
棟
、
一

部
損
壊
１
棟
、
２
２
４
万
円
の
被
害
と
、

こ
の
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
の
倒
壊
に
よ
り
、

ピ
ー
マ
ン
６
０
０
㎡
、
84
万
円
の
被
害
報

告
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

個
人
所
有
の
住
宅
や
倉
庫
な
ど
の
建
築

物
で
は
、
屋
根
の
一
部
損
壊
や
看
板
の
転

倒
な
ど
、
６
箇
所
の
被
害
が
報
告
さ
れ
た

ほ
か
、
５
日
午
前
１
時
20
分
頃
よ
り
町
内

の
一
部
が
停
電
と
な
り
、
水
道
施
設
に
影

響
が
出
た
こ
と
か
ら
、
発
電
機
を
配
備
し

ま
し
た
が
、
順
次
復
旧
し
、
５
日
午
後
11

時
44
分
、
全
て
復
旧
し
て
い
ま
す
。

　

９
月
６
日
に
発
生
し
た
胆
振
東
部
地
震

は
、
午
前
３
時
７
分
に
厚
真
町
を
震
源
と

す
る
最
大
震
度
７
を
記
録
し
、
当
町
で
も

震
度
５
強
を
記
録
し
、
直
ち
に
職
員
が
登

庁
し
、
３
時
20
分
に
は
、
災
害
対
策
本
部

を
設
置
し
、
道
路
、
橋
梁
、
公
共
施
設
な

ど
の
被
害
状
況
を
確
認
し
た
ほ
か
、
停
電

に
よ
り
連
絡
の
取
れ
な
い
緊
急
通
報
装
置

利
用
者
な
ど
の
安
否
確
認
を
行
い
、
そ
れ

ぞ
れ
無
事
を
確
認
し
、
大
き
な
被
害
は
報

告
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

ま
た
、
停
電
に
よ
り
、
水
道
、
下
水

道
施
設
と
も
に
ポ
ン
プ
が
作
動
し
な
い

状
況
で
し
た
が
、
直
ち
に
発
電
機
を
配

備
し
、
支
障
を
来
た
す
こ
と
無
く
稼
働

さ
せ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
固
定
電
話
が
不
通
に

な
る
ほ
か
、
携
帯
電
話
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
も
つ
な
が
り
に
く
い
状
態
と
な
っ
た
こ

と
か
ら
、
役
場
庁
舎
の
ほ
か
本
町
多
目
的

交
流
セ
ン
タ
ー
、
節
婦
生
活
館
に
発
電
機

を
配
備
し
、
テ
レ
ビ
の
受
信
と
携
帯
電
話

な
ど
の
充
電
が
可
能
と
な
る
、
情
報
提
供

所
を
開
設
し
、
後
に
大
狩
部
自
治
会
が
自

主
的
に
生
活
セ
ン
タ
ー
を
開
放
し
、
町
内

４
箇
所
で
情
報
提
供
所
を
開
設
し
ま
し
た
。

　

停
電
は
、
最
も
早
く
復
旧
し
た
市
街
地

が
７
日
午
前
２
時
頃
で
順
次
復
旧
さ
れ
ま

し
た
が
、
西
新
冠
地
区
は
、
８
日
午
後
９

時
ま
で
電
気
の
無
い
不
自
由
な
生
活
を
強

い
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
こ
の
地
震
に
よ
る
被
害
は
、
け

が
人
１
名
の
ほ
か
、
停
電
の
影
響
に
よ
り
、

酪
農
業
に
お
い
て
、
生
乳
の
受
け
手
が
無

く
、
止
む
無
く
廃
棄
せ
ざ
る
を
得
な
い
状

況
と
な
り
、
そ
の
被
害
額
は
、
４
６
２
万

円
ほ
ど
に
及
ぶ
と
の
報
告
を
受
け
て
い
ま

す
。

１　

「
教
育
委
員
会
点
検
・
評
価

報
告
書
」
の
提
出
に
つ
い
て

　

平
成
29
年
度
の
教
育
行
政
執
行
方
針
の

重
点
施
策
に
基
づ
き
、
内
部
評
価
を
し
た

後
、
学
校
評
議
員
、
社
会
教
育
委
員
、
ス

ポ
ー
ツ
推
進
委
員
、
ド
・
レ
・
ミ
保
護
者

会
に
外
部
評
価
を
頂
き
ま
し
た
。
こ
の
結

果
に
基
づ
き
、
今
年
度
の
執
行
状
況
を
更

に
分
析
し
、
次
年
度
以
降
の
事
務
事
業
の

改
善
に
反
映
さ
せ
て
参
り
ま
す
。

２　

平
成
30
年
度
全
国
学
力
・
学

習
状
況
調
査
の
結
果
に
つ
い
て

　

本
年
度
の
調
査
は
、
小
学
校
６
学
年
、

中
学
校
３
学
年
を
対
象
に
国
語
及
び
算

数
・
数
学
に
理
科
を
加
え
た
学
力
調
査
と

「
学
習
状
況
調
査
」
「
学
校
に
対
す
る
質
問

紙
調
査
」
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
学
力
調

査
の
結
果
は
、
小
学
校
は
、
総
体
的
に
、

全
道
平
均
と
ほ
ぼ
同
様
、
中
学
校
に
お
い

て
は
、
全
教
科
で
全
道
、
全
国
を
上
回
っ

た
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
質
問
紙
調
査
か

ら
は
、
小
中
と
も
に
「
生
活
習
慣
」
「
自

尊
感
情
」
に
つ
い
て
低
い
傾
向
に
あ
り
、

本
調
査
の
留
意
事
項
に
基
づ
き
、
各
学
校

で
は
、
教
職
員
が
更
に
分
析
を
行
い
、
今

後
の
授
業
改
善
の
取
り
組
み
や
、
家
庭
で

の
学
習
時
間
改
善
に
向
け
て
の
保
護
者
と

の
連
携
な
ど
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

３　

ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
点
検
結
果

に
お
け
る
対
応
に
つ
い
て

　

６
月
18
日
に
発
生
し
た
大
阪
北
部
地
震

の
事
故
を
受
け
、
早
急
に
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の

調
査
を
行
っ
た
結
果
、
朝
日
小
学
校
の
校

門
が
ブ
ロ
ッ
ク
製
で
あ
る
こ
と
が
判
明

し
、
片
側
の
門
に
つ
い
て
は
若
干
の
傾
き

が
見
ら
れ
た
た
め
全
て
撤
去
し
、
朝
日
小

学
校
の
名
称
が
記
入
さ
れ
て
い
る
門
に
つ

い
て
は
、
高
さ
を
切
り
詰
め
る
こ
と
と
し

て
、
７
月
27
日
か
ら
工
事
を
行
い
、
７
月

30
日
に
完
了
し
ま
し
た
。

４　

社
会
科
副
読
本「
に
い
か
っ
ぷ
」

の
作
製
に
つ
い
て

　

社
会
科
副
読
本
は
、
主
に
第
３
・
４
学

年
の
社
会
科
の
授
業
で
使
用
さ
れ
、
平
成

31
年
度
か
ら
使
用
す
る
副
読
本
に
つ
い

て
、
編
集
作
業
が
進
ん
だ
こ
と
に
伴
い
、

本
定
例
会
に
お
い
て
補
正
予
算
を
計
上
し

て
い
ま
す
。

５　

新
冠
町
少
年
国
内
研
修
交
流

事
業
参
加
者
の
決
定
に
つ
い
て

　

本
年
度
の
実
施
は
、
例
年
ど
お
り
研

修
先
を
沖
縄
県
と
し
、
定
員
20
名
に
対

し
21
名
の
応
募
が
あ
り
、
７
月
25
日
に

面
接
選
考
を
行
い
ま
し
た
。
協
議
し
た

結
果
、
教
育
的
事
業
効
果
に
鑑
み
、
21

名
全
員
を
参
加
さ
せ
る
こ
と
と
判
断
し
、

ま
た
、
引
率
者
も
指
導
上
か
ら
１
名
増

員
さ
せ
、
５
名
体
制
で
実
施
す
る
こ
と

と
し
、
増
員
分
に
つ
い
て
補
正
予
算
を

計
上
し
て
い
ま
す
。

６　

台
風
21
号
及
び
胆
振
東
部
地
震

に
お
け
る
対
応
に
つ
い
て

　

台
風
21
号
は
通
学
時
間
帯
へ
の
影
響
を

考
慮
し
、
前
日
の
判
断
と
し
て
、
小
中
学

校
の
始
業
時
間
を
２
時
間
遅
ら
せ
、
同
様

に
、
認
定
こ
ど
も
園
の
バ
ス
運
行
に
つ
い

て
も
時
間
を
繰
り
下
げ
て
運
行
し
ま
し

た
。
次
に
、「
胆
振
東
部
地
震
」
の
対
応

に
つ
い
て
は
、
同
日
、
各
校
長
と
こ
ど
も

園
長
を
招
集
し
、
余
震
や
停
電
に
よ
る
授

業
や
給
食
へ
の
影
響
を
考
慮
し
、
休
校
・

休
園
と
す
る
旨
を
決
定
し
、
同
日
14
時
に

は
、
翌
日
の
対
応
に
つ
い
て
協
議
し
、
７

日
も
休
校
・
休
園
と
す
る
こ
と
で
対
応
い

た
し
ま
し
た
。
ま
た
、
社
会
教
育
施
設
に

お
き
ま
し
て
は
、
レ
・
コ
ー
ド
館
と
郷
土

資
料
館
を
９
月
６
日
の
終
日
休
館
、
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
と
町
民
セ
ン
タ
ー
は
、

夜
間
を
休
館
と
し
ま
し
た
。

　

町
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
教
育
施
設
の
休

校
・
休
館
な
ど
に
よ
り
、
ご
心
配
や
ご
不

便
の
中
、
ご
理
解
あ
る
ご
協
力
を
賜
り
、

改
め
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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育
長
行
政
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告
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